









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































薇からわか 。「田園 憂鬱」の薔薇は習 の「薔薇
J
とは違う
ところがある。習作 薔薇」における が だ一株しかないが、「田園の炎鬱」になると
器薇は叢になった。
その紅い瀦薇から
見れば、
佐藤春夫の生活、
立身出世への願望や熱情は11んだにも
かかわらず
もっと盛んになった。
これ
は佐藤春夫の当時の実状
にもぴっ
たり合うものであった。「西班牙犬の家」における器薇
は元気な器薇で、
日の光を十分に浴ぴる器薇であ
る。
これも佐藤
春夫が田舎を脱出し
文学の創作活動に打ち込むことの暗示では
ないかと思
う。
ばらの
象徴やイメージ及び拗きはいずれも佐藤春
[-T150040 
中国喰爾濱市束北林業大学外国語学部]
夫の初期作品において欠くことのできない役割を果たしている。佐藤春夫の初期作品を研究するには、
この点を忘れてはならない
と私は堅く信じている。
この前に述べた佐藤春夫
のいくつかの作品を通じて、
次のこと
が分かった。彼の作品における
薔薇は作者の少年期の発展の移り
変わりを象徴している。即ち、
理想と現実との街突から出た、
ひ
どく作者を悩ました小から大へと発展してきた不安ゃ悩みや憂罰のありさま、
そしてそれ
を克服する過程に起こった、
作者の希望
と失望、
逃避と挑戦を繰り返して、
やっと運命に挑戦する勇気が
上回って勝利を勝ち取った梢神の遍歴 歴史であ 。
私は恩師の赤羽学先生について勉強し、
二年間の留学生活を
送った。先生にいろいろ教えていただいて、
その後の私 生活と
仕事に大変役に立った。焙国後も先生の教えを胸に刻んで、
研究
を絞けてやっ
てきた。
おかげさまで、
ささやかな成果を取った。
恩師のご退官に当って、
この論文をレポートとして
先生に差し上
げようと思う。
これからも、
よく頑張って、
先生の教え子らしい
教え子になるつもりである
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